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ＮＯ．４２ 
◎◎出産前から子育てまで切れ目のない支援をいたします◎◎ 

 

             子ども家庭支援センター（きこりん）センター長 清水 信行 
 

 皆様既にご存じのとおり、古里駅のすぐ上に「小丹波若者住宅」が完成し、新しく 8世帯の子育て世帯 

の方々を迎えました。小さな子どもたちが身近にいるということは、うれしく華やいだ気持ちになります。 

町では若者世代の定住を促進するため、今後も若者住宅を整備するとともに、様々な子育て環境を整え 

ていく予定ですので、これからもご近所の皆様には温かく見守っていただきたいと思います。 

 さて、町ではこの 6日には小学校、7日には中学校の入学式、8日には保育園の入園式が行われ、子ど 

もたちにとって期待や不安がいっぱいの新しい場所での生活が始まります。 

 こうした節目を迎える子どもたちに町では入園、入学に対する支援金により、新生活のスタートを手助 

けしていますが、その他にも初めて出産を迎えるご家庭には母子保健担当の保健師が訪問し、出産に向け 

て不安なことへの相談や用意しなければならないものなど、何でも相談に応じています。 

また、出産後は、地区の民生・児童委員の方々と保健師が「赤ちゃん訪問」を通じて地域とのつながり 

や見守る体制をお知らせしている他、町に転入された子育て世帯のご家庭にも、保健師が訪問し、乳幼児 

健診や予防接種の案内や様々な相談に応じています。 

新しい場所で暮らすことは大人にとっても、不安が多いと思いますが、町では、今後も切れ目のない子 

育て支援を通じて子育てがしやすい、子どもたちに優しい町を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ＊＊＊地域の皆さんからのご厚意です＊＊＊ 

小丹波老人会の皆さんからいただいたパンジーが 

                     可憐な花を咲かせています。いつまでも地域の皆 

様に愛されるきこりんでいたいと思います。 

                      

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

予約・問い合わせ等 

奥多摩町子ども家庭支援センター きこりん   電話 ８５－２６１１ 

＊相談専用メールアドレス：kikorin@town.okutama.tokyo.jp  

＊相談専用電話  ８５－１７８８ 

 


